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はじめに

　「海外旅行でせめて英語くらい話せるようになりたい」。そのような人向けの
旅行英語の本は全国の書店にたくさん並んでいます。でも、何冊買ってもなか
なか話せるようにはならない…という人も多いのが現実ではないでしょうか。
また、実際には使わないようなフレーズもたくさんあったりして、結局覚え切
れなかったなんていうこともあるかもしれません。

　そこで、本書では、少しでも長く続けられ、できるだけ挫折感を味わわない
ですむように、そして実際の旅行の「現場」で本当に使える英語が身につくよ
うに、次の３つの基本方針で内容を構成しています。

　①旅行で本当に必要、かつ最小限の100フレーズを厳選しています。
　②�日本語英語の発音でもOKというスタンスを取り、100フレーズとその他
のフレーズ、単語にはカタカナで読み方を書いています。

　③100個のフレーズには、100個のイラスト（一コマ漫画）がついています。

　また、サブテキストとして、英会話でのコミュニケーションルールやコツと、
学んだフレーズを楽しみながら復習できるワークを掲載したワークブックも用
意しています。ぜひ、取り組んでみてください。

　３ヵ月間、勉強をやりぬいた後に見える景色は、きっと素晴らしいものだと
思います。肩の力を抜いて、がんばりましょう。

　※�なお、本書で想定している海外は、欧米を中心に、オーストラリアや東南
アジアなど、主な観光地で英語を使う国をメインにしています。
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通信講座の進め方

【本講座のテキストと使い方】
①メインテキスト（本書）：１冊
Part １〜 Part ９まであり、目的やシーン別にメインの１００フレーズ
とその他のフレーズや単語などを学びます。また、ネイティブの声が録
音された副教材のＣＤを聞いて、発音を確認しましょう。

②コミュニケーション＆ワークブック：１冊
各章の前半は英会話におけるコミュニケーションのコツやルールについ
て解説してあります。英語によるコミュニケーションのルールやマナー、
よりスムーズなやりとりをするためのヒントを学んでください。後半の
ワーク部分では、メインテキストの100フレーズを復習するための演
習問題に取り組みましょう。

③添削課題：全３回
１カ月分のメインテキスト、コミュニケーション＆ワークブックの学習
が終わったら、各単元の添削課題に取り組みましょう。

④音声ＣＤ：１枚
まず、日本語が流れます。次のポーズの間に、あてはまる英語のフレー
ズを声に出してみましょう。その後、正しい英語のフレーズが流れてき
ます。次に会話のやりとり（日本語→英語）が流れてきます。会話の部
分では、実際のやりとりをイメージしながら英語のナレーションに自分
の声を重ねて、アクセントや抑揚なども真似て、感情表現豊かに伝えら
れるように練習してみましょう。
※�ＣＤの性質上、トラックは99までしか設定できないため、最後のフレーズ100
はフレーズ99とまとめて収録してあります。ご了承ください。

⑤フレーズノート：１冊
目的別に学習したフレーズを自分のためにアレンジするノートです。旅
行で使いたいと思ったフレーズをシーン別にまとめておきましょう。実
際の旅行には必要な時にサッと取り出せるように、このノートを携帯し
ておきましょう。
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【スケジュールのめやす】

【取り組むときのポイント】
１）�取り組む時間を決めるといいでしょう。たとえば、毎日の朝食前の
30分、就寝前の30分、あるいは、週末にまとめて就寝前に２時間�
など。自分のライフスタイルに合わせて、ムリのないように取り入
れていくことが継続のポイントです。

２）�第４週の添削課題ですが、まず最初はメインテキストを見ないで取
り組みましょう。その後、わからないところはテキストに戻って確
認します。また、戻ってきた添削課題で自分が間違えたところはしっ
かり確認し、復習しておくと記憶に残りやすくなります。

３）�わからない単語が出てきたら、積極的に辞書を引きましょう。また、
読み方にも着目して、どんどん実際に声に出して読んでみましょう。

●１ヵ月目
第１週 第２週 第3週 第4週
①メインテキスト
　（Part １）

①メインテキスト
　（Part ２）

①メインテキスト
　（Part ３）

第一単元
添削課題

②コミュニケーション
　＆ワークブック
　（第１章）

②コミュニケーション
　＆ワークブック
　（第１章）

②コミュニケーション
　＆ワークブック
　（第１章）

●２ヵ月目
第１週 第２週 第3週 第4週
①メインテキスト
　（Part ４）

①メインテキスト
　（Part ５）

①メインテキスト
　（Part ６）

第二単元
添削課題

②コミュニケーション
　＆ワークブック
　（第２章）

②コミュニケーション
　＆ワークブック
　（第２章）

②コミュニケーション
　＆ワークブック
　（第２章）

●３ヵ月目
第１週 第２週 第3週 第4週
①メインテキスト
　（Part ７）

①メインテキスト
　（Part ８）

①メインテキスト
　（Part ９）

第三単元
添削課題

②コミュニケーション
　＆ワークブック
　（第３章）

②コミュニケーション
　＆ワークブック
　（第３章）

②コミュニケーション
　＆ワークブック
　（第３章）
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本書の特徴と使い方
本書は、フレーズの覚えやすさ、解説のわかりやすさを考えて
次のような内容で構成しています。自分なりの工夫や使い方も
加えながら、本書を繰り返し学習していきましょう。

＜インデックス＞
ページを早引きするとき
に役立ててください。

＜取り組んだ日＞
実際にこのページの学習
に取り組んだ月日を書い
ておきましょう。後でフ
レーズを思い出すときの
きっかけに、また学習ス
ケジュールも管理するこ
とができます。

＜イラスト＞
メインフレーズとその会話例をイラストで楽しく表現しています。イメージ（絵
や映像）で覚えると、記憶に残りやすくなります。また、英語の読み方をカタ
カナで書いていますので、ぜひ声に出して読んでみましょう。

＜フレーズ＞
本書で覚えたい 100個
のメインフレーズとその
日本語訳です。まず最低
限、このフレーズを覚え
ましょう。

英語を話すシチュエーションを書いています。どんな目的
で、どのような時に使えるかがひと目でわかります。自分
の目的に合わせて活用しましょう。



010 011

＜その他のフレーズ＞
＋αで覚えておくと役
立つフレーズをピック
アップしています。ま
た、「ワンポイント」「ミ
ニコラム」「関連ボキャ
ブラリー」や、海外旅行
のお役立ち情報もありま
すので、ぜひ覚えておき
ましょう。

【CD（音声）の使い方】
ネイティブがナチュラルスピードで読んだものを収録しています。まず
は、イラストを見ながら音声を聞いてください。慣れてきたら、イラス
トを思い出しながら、テキストを見ないで何度も繰り返してみましょう。
・ナレーター　エリック・ケルソー、ビアンカ・アレン、夏目ふみよ
・制作　巧芸創作

【カタカナの読み方
について】

日本語にない音をカタカナに
しているところや英語の発音
に慣れていない人のために工
夫して作った音もあります。
予め、ご了承ください。

＜ track ＞
音声が収録され
ているトラック
番号です。

＜会話例の訳と解説＞
一般的によくある会話例を設定し、フレーズや単語に関する解説をしていま
す。文法的な解説、単語の言い替えやネイティブが使うポイントなどを書いて
いるので、フレーズの理解に役立ててください。また、全体をとおして、英語
にカタカナで読み方をつけ、かつ、疑問文の文末には、音の上げ下げを矢印で
表しています（語尾を下げる矢印のところで上がって聞こえる場合もありますが、日常会
話のシーンではよくあることです）。
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メインフレーズ100を学習する前に、
次の基本のフレーズをおさらいしておきましょう。

　ホテルのフロントや、レストランの店員、オプショナルツアーで一緒になった現
地の人に対して、Hello! と声をかけましょう。特に欧米人は、日本人以上に気軽に
挨拶をします。コツは、恥ずかしがらずに元気よく！です。相手から言われたら、
同じように返します。挨拶言葉として、旅行中、一番たくさん使うフレーズになる
でしょう。ネイティブは、Hi! も使います。どちらも、時間を問わず使えますが、
Good morning.「おはよう。」、Good afternoon.「こんにちは。」、Good evening. 

「こんばんは。」を時間帯に応じて使い分けてもいいでしょう。

基本

1 H
ハロウ
ello! / H

ハイ
i!  こんにちは。

E
イクスキューズミー
xcuse me.  すみませんが。

　これも旅行中にたくさん使うフレーズのひとつです。レストランやショップで店
員を呼ぶとき、街の中で見知らぬ人に声をかけるときなどに、日本語の「すみませ
んが。」と同じ意味で使います。呼ばれた人は、Yes?「何ですか？」と語尾を上げ
て答えてくれる、あるいは、店員なら、Just a moment. I'll be right there.「少々
お待ちください。今すぐまいります。」などと答えてくれるはずです。一方、人に
ちょっと肩が触れて「すみません。」というときにも、Excuse me. を使います。
合わせて、覚えておきましょう。

T
サンキュー

hank you. / T
サンクス
hanks. ありがとう。

　誰かに何かをしてもらったときだけではなく、ホテルやレストランなどでサー
ビスを受けた場合も、声に出して言いましょう。日本語の「ありがとう」だけで
はなく、「どうも」という意味でも、Thank you. を使います。惜しみなく声に出
して使いましょう。ネイティブは、Thanks. もよく使います。心からのお礼を言
いたい場合は、Thank you very much. や、I appreciate it. を使うといいでしょ
う。appreciate は「感謝する」という意味です。また、相手にお礼を言われたら、
You're welcome. や、No problem. などと、答えましょう。

基本

2

基本

3

基本の３フレーズ
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Part 1

挨拶に関するフレーズ
挨拶はコミュニケーションの基本であり、
コミュニケーションのきっかけにもなります。
旅のシーンに応じてスムーズにできると、
旅行英語を話すのも楽しくなるはずです。
ここでは、６つのフレーズを学習します。

フレーズ１� 初対面の挨拶をスムーズにしたい
フレーズ２� 気軽に相手の名前を聞きたい
フレーズ３� 別れ際の挨拶を知りたい
フレーズ４� 日本から来たと言いたい
フレーズ５� また会いたいという気持ちを伝えたい
フレーズ６� シンプルに謝りたい



月

日

●
取
り
組
ん
だ
日

声に出して読んでみよう！
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１
　
挨
拶
に
関
す
る
フ
レ
ー
ズ

Nice to meet you!
はじめまして！

フレーズ

1

track 
1

N
ナイス
ice t

トゥー
o m

ミーチュー
eet you, t

トゥー
oo!

N
ナイス
ice t

トゥー
o 
m

ミーチュー
eet you!

初対面の挨拶をスムーズにしたい
【ツアーなどあらゆるシーン】


